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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 7,000 6,200 944 6,000 ○ 6,400
3 14 10,500 10,400 614 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 9,800

16-18 12,000 11,700 1,018 7,000 ○ 柱目４寸取り 10,900
す 20- 16,100 13,700 1,808 10,000 ○ 中目 10,500

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 240
12-13 8,500 7,900 458 7,000 ○ 母屋取り 7,400

14 11,000 10,500 819 10,000 ○ 桁目3.5寸 9,000
16-18 12,500 10,900 1,264 8,000 ○ 桁目　4寸 7,400
20-22 14,500 12,200 2,147 10,000 ○ 中目 9,300

ぎ 24-28 17,500 13,900 3,753 8,000 ○ 中目 10,600
30-34 18,600 15,000 6,150 10,000 △ 二番玉節少 11,400
36- 20,000 16,400 9,331 - △ 根玉選木 15,000

6 16-18 15,500 15,000 2,254 15,000 ○ 通し柱 15,500
20-22 15,000 14,700 3,498 14,000 ○ 通し柱 15,000

2 20- 25,000 11,900 1,486 7,000 ○ 11,400
3 14 17,000 16,000 944 13,000 ○ 柱目3～3.5寸 15,500

ひ 16 19,500 18,300 1,592 16,300 ○ 柱目3.5～4寸 18,000
18-22 18,000 17,400 2,297 15,200 ○ 柱目４寸取り 17,000

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 252 - 250 ▼ 本＠ 261
12-13 9,500 8,400 487 8,000 ▼ 3寸取り 11,500

14 16,500 15,300 1,193 15,000 ▼ 土台目3.5寸 14,400
の 16-18 18,300 17,500 2,030 16,600 ▼ 土台目3.5～４寸 16,000

20-22 22,500 18,500 3,256 17,000 ○ 中目縁甲取り 15,000
24-28 24,000 19,700 5,319 16,000 ○ 中目 17,900
30-34 24,000 22,500 9,225 16,000 ○ 二番玉節少 24,300
30- 40,000 32,000 - - ○ 根玉選木 56,500

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 35,000 31,300 6,072 20,000 ○ 通し柱　４寸 30,700
20-22 32,000 28,600 8,294 26,000 ○ 通し柱　 27,500

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

6月4日6月4日6月4日6月4日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 15台15台15台15台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 633 633 100.0%
ヒノキ 937 937 100.0%
その他 64 64 100.0%

計 1,634 1,634 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　6月28日（土）～7月4日（金）次回の『つち』　6月28日（土）～7月4日（金）次回の『つち』　6月28日（土）～7月4日（金）次回の『つち』　6月28日（土）～7月4日（金）

平成26年6月5日

落　　　札　　　価　　　格

《スギ大径材が好調》《スギ大径材が好調》《スギ大径材が好調》《スギ大径材が好調》
スギ大径材が引き続き好調である。例年伐り旬を過ぎ
た材の劣化が心配される今時分はスギ材が非常に売
りづらく、相場も下降線が始まる時期ではあったが、
今年は様相が異なっている。全国的にスギの良材が
不足していることと内装材需要が未だ堅調を維持して
いることが要因と考えられる。また、懸念されているヒ
ノキ構造材については、多少弱含みの感はあったが、
苦労することなく完売することができた。
ここ2～3年は土場在庫に関わりなく相場の推移がみ
られたが、在庫量が減少していることが、製品需要が
極端に落ち込んでいるにも関わらず大幅な相場の下
げを抑えている。このことも例年と異なる様相である。


